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研究成果の概要（和文）：関東地方の家屋の居間、寝室のハウスダスト調査を行った。チャタテムシは居間よりも寝室
、特に日当たりが悪く、床に畳やカーペットを敷いている部屋、一軒家よりも集合住宅で多く検出された。また、相模
原病院外来通院の喘息患者における屋内環境に関する質問票調査により、寝室が畳もしくはカーペット敷きの場合は、
チャタテムシに対してIgE抗体を保有する確率が顕著に上昇することも確認された。これらの結果から、アレルギー疾
患患者において、寝室での畳、カーペット使用はチャタテムシへのアレルギー発症の重要な危険因子である可能性が示
された。

研究成果の概要（英文）：Distribution of booklice in houses in Kanto region was studied. More booklice 
were found in sunless bedroom in apartment houses, especially when the room contained Japanese tatami 
mats. Association between living environment and sensitization profile among patients with asthma has 
also been examined using structured questionnaire. Asthmatic patients were significantly more likely to 
be sensitized to booklice when their bedroom contained tatami mats and/or carpets. These finding indicate 
that using tatami mat/carpet in bedroom is strong risk factor for the development of allergy to booklice.

研究分野：アレルギー

キーワード： アレルギー・ぜんそく　昆虫
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１．研究開始当初の背景 
 

室内環境中のダニや昆虫など節足
動物由来のタンパク質粒子は、気管支喘息や
アレルギー性鼻炎の原因と考えられている。
原因アレルゲンの明確な認識と室内環境に
おける汚染の実態を把握することは、これら
の疾患の発症予防策を模索する上で、極めて
重要である。 

これまでの本邦及び海外の研究か
ら、室内塵中のダニがこれらの疾患の最も重
要な原因アレルゲンであることは周知のと
おりである。一方、主に米国において、室内
塵中のゴキブリアレルゲンがダニと同様に
重要なアレルゲンであることはすでに十分
に検討され明らかになっている。しかしなが
ら、本邦では、室内中のゴキブリ抗原量は極
めて低値であることが報告されている。従っ
て、温暖湿潤な気候の本邦においてはゴキブ
リ以外の昆虫のほうが環境にありふれてお
り、それらが本邦のアレルギー疾患の発症と
増悪において重要な役割を果たしている可
能性は、これまで頻繁に強調されてきた。し
かし、この点に関してこれまで十分な研究は
行われてこなかった。 

そこで我々は、我が国の室内塵の約
90％に検出されると言われている最も身近
な微小昆虫、ヒラタチャタテに特に注目し、
その抗原性に関してこれまで検討を行って
きた。これまでの検討でアレルギー性気管支
喘息患者の約 5人に 1人は、この昆虫に対し
て特異的 IgE抗体を有することが証明され、
我々日本人にとって、ヒラタチャタテが最も
重要な昆虫アレルゲンのうちの一つである
ことを明らかにしてきた.さらに我々は、ヒラ
タチャタテ由来タンパク質の中で、とくにそ
のアレルギー病態形成に重要なアレルゲン
を同定した。これは Lip b 1 の名称で
WHO/IUIS のアレルゲン命名委員会にて新規
アレルゲンとして認定を受けている。しかし
ながら、室内環境における Lip b 1汚染の実態
は不明で、それの気管支喘息症状への関与も
明らかになっていない。 
 
２．研究の目的 
 

室内環境中に最も普遍的に存在す
る微小昆虫、ヒラタチャタテの吸入性アレル
ギーが、気管支喘息の発症や疾患の増悪に与
える影響を明らかにする。さらに、ヒラタチ
ャタテアレルギーの原因となる新規の抗原
タンパク質 Lip b 1のポリクローナル抗体を
作成し、環境中の抗原量測定を行い、室内環
境のヒラタチャタテ抗原汚染の危険因子を
明らかにする。 

 
３．研究の方法 
(1) 室内環境チャタテムシ汚染状況実態調
査 
 関東地方の 20件の家屋の環境調査（各家

屋, 居間、寝室に対してそれぞれ夏秋の 2
回；計 80 部屋）を行い、室内塵中に検出さ
れる昆虫の全数調査を行った。（共同研究者 
エフシージー総合研究所 川上裕司先生） 
 
(2) ヒラタチャタテの cDNA ライブラリー
作成と Lip b 1の塩基配列決定 
 ヒラタチャタテアレルゲン Lip b 1 のリ
コンビナントタンパク作製のために、まず本
タンパク質をコードする cDNAの同定を試み
た。ヒラタチャタテ虫体より poly(A)+RNAを
精製し、ヒラタチャタテの cDNAライブラリ
ーを作製した後、イルミナ社シークエンサー
を用いて大量塩基配列決定（RNA-seq）を行
った。得られた塩基配列情報に基づき構築し
た cDNA配列から、すでに同定している Lip b 
1 の部分アミノ酸配列をコードする open 
reading frame（ORF）を含むものを検索し、
Lip b 1の cDNAを同定した。（共同研究者 大
阪府立大学 乾 隆先生、石橋 宰先生） 

 
(3) チャタテムシアレルギーの発症危険因
子解析 
 相模原病院外来通院喘息患者を対象に、
住環境とチャタテムシ IgE抗体保有状況の関
係の調査を行った。住環境に関する詳細な問
診項目を含む構造化質問票を用いて調査し
た。住環境と IgE抗体保有状況の関係はその
他の交絡因子の影響を排除するため多重ロ
ジスティック回帰分析にて評価した。 
 
４．研究成果 
 
(1)室内環境チャタテムシ汚染状況実態調査  

20件の家屋の居間、寝室の 2か所ずつのハ
ウスダスト採取を夏、秋にかけて 2回ずつ行
ったところ、80 検体中 79 検体（99％）の室
内塵で、チャタテムシが検出された。1 部屋
あたりの節足動物類の検出検体数に関して
は、室内塵性ダニが最も検出数が多かったが、
次にチャタテムシが多かった。チャタテムシ
は居間よりも寝室、特に日当たりが悪く、床
に畳やカーペットを敷いている部屋、一軒家
よりも集合住宅で多く検出された。この解析
結果は共同研究者を筆頭著者として原著論
文として報告した。 

 
(2)ヒラタチャタテの cDNA ライブラリー作
成と Lip b 1の塩基配列決定 
次世代シーケンス解析により得られた

cDNA 配列に基づいてプライマーを設計し、
逆転写 PCRにより Lip b 1のORFを含む領域
を増幅した。得られた PCR産物をクローニン
グし塩基配列を決定した結果、本 cDNAは推
定２５４アミノ酸から成るタンパク質をコ
ードすることが示された。さらに、これらの
cDNAには部分的に塩基が異なる 2種類の配
列が混在しており、そのうちの１種類につい
ては、すでに報告している Lip b 1の２ヶ所の
部分アミノ酸配列（それぞれ１２アミノ酸か



ら構成）と完全一致する配列を含むタンパク
質をコードすることが明らかとなった。もう
一方の配列については、上記の２ヶ所の部分
アミノ酸配列のうち２アミノ酸のみ一致し
なかったが、両配列間の相同性が極めて高い
ことから、ともに Lip b 1をコードする valiant
の cDNAであると推察された。両 valiantがコ
ードするタンパク質について、blastp を用い
て相同性検索を行ったところ、唯一コロモジ
ラミ由来の hypothetical protein のみにともに
２２％の類似性で hitした。これより、Lip b 1
が新規のタンパク質であることが明らかと
なった。現在、Lip b 1の機能に関しても検討
を進めているが、バイオインフォマティクス
解析の結果、何らかの膜貫通蛋白である可能
性が示唆されている。 

 
(3)チャタテムシアレルギーの危険因子解析 
相模原病院外来通院の喘息患者約 200名に
おける屋内環境に関する質問票調査により、
寝室が畳もしくはカーペット敷きの場合は、
チャタテムシに対して IgE抗体を保有する確
率が顕著に上昇する（オッズ比 5.9 倍）こ
とも確認された。他の昆虫やダニへの IgE抗
体保有に関してはこのような関係は全く認
められておらず、寝室の床素材の重要性はチ
ャタテムシアレルギーに特異的な現象であ
る可能性がある。これらの結果から、アレル
ギー疾患患者において、寝室での畳、カーペ
ット使用はチャタテムシへのアレルギー発
症の重要な危険因子である可能性が示され
た。チャタテムシアレルギー発症予防のため
に、アレルギー患者は特に寝室でのカーペッ
ト・畳を可能な限り使用しないように指導す
ることの重要性が示唆された。一般に、喘息
鼻炎患者に対する環境対策としては、主に布
団のダニアレルゲン制御を対象として、頻繁
に布団の掃除機がけ、シーツの洗濯、防ダニ
布団カバーの使用などの重要性が強調され
てきた。しかし、チャタテムシアレルギーの
場合は、寝室床素材への対策、頻繁な掃除機
がけのほうが重要であると考えられた。 
 
研究計画当初 Lip b 1のポリクローナル抗体
を作製する予定であったが、Lip b 1の精製が
十分量行えず、研究期間内に抗体を作製する
ことは出来なかった。 
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